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仮
名
成
立
史
上
の
「
讃
岐
国
司
解
端
書
」
の
位
置
付
け

中
山

陽
介

キ
ー
ワ
ー
ド
：
平
仮
名
成
立
史

讃
岐
国
司
解
端
書

有
年
申
文

草
仮
名

万
葉
仮
名

は
じ
め
に

平
仮
名
・
片
仮
名
は
、
漢
字
を
元
に
、
我
が
国
で
独
自
に
発
明
さ

れ
た
文
字
で
あ
る
。
国
語
を
書
き
表
す
た
め
の
表
記
法
と
し
て
の

「
仮
名
」、
い
は
ゆ
る
万
葉
仮
名
・
真
仮
名
は
、
平
安
時
代
以
前
に
も

漢
字
の
表
音
用
法
の
応
用
と
し
て
存
在
し
、
国
語
を
表
記
す
る
こ
と

は
で
き
た
。
し
か
し
、
平
安
時
代
に
生
ま
れ
た
平
仮
名
・
片
仮
名
は
、

元
の
漢
字
が
持
つ
て
ゐ
た
文
字
性
質
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
漢
字
の

表
音
用
法
の
段
階
を
脱
し
て
、
独
立
し
た
音
節
文
字
に
成
つ
た
も
の

で
あ
る
（
今
こ
の
音
節
文
字
と
し
て
の
仮
名
を
「
仮
名
文
字
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
）。

近
年
で
は
、
平
仮
名
の
成
立
史
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
重
要
な

九
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
か
け
て
の
仮
名
資
料
の
新
出
が
相
次
い
で
を

り
、
そ
の
歴
史
の
解
明
が
俟
た
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
平
仮
名
の
成

立
を
論
じ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
仮
名
を
た
だ
ち
に
平
仮

名
に
近
い
か
否
か
と
個
別
に
判
断
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
真
仮
名

か
ら
平
仮
名
が
成
立
す
る
ま
で
の
途
上
に
、
い
か
な
る
文
字
性
質
の

変
化
が
ど
う
進
行
し
て
い
つ
た
か
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
考
察
を
資

料
に
基
づ
い
て
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

真
仮
名
（
今
、
一
字
一
音
式
の
万
葉
仮
名
の
こ
と
に
限
定
し
て
か

う
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
は
、
漢
字
の
形
音
義
の
う
ち
の
義
の
要
素
を

無
視
す
る
こ
と
で
表
音
用
法
と
し
て
成
り
立
つ
て
ゐ
る
が
、
文
字
自
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体
か
ら
は
義
の
要
素
は
失
は
れ
て
ゐ
な
い
。
そ

こ
か
ら
や
が
て
、
文
字
自
体
か
ら
義
の
要
素
が

無
く
な
る
こ
と
は
、
文
字
が
表
語
・
表
意
文
字

と
し
て
の
実
質
を
失
ふ
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は

ま
た
、
文
字
が
形
と
音
の
み
か
ら
成
る
表
音
文

字
に
な
る
こ
と
で
あ
る
と
い
へ
る
。
そ
の
段
階

を
経
た
仮
名
は
、
専
ら
表
音
の
た
め
の
音
節
文

字
に
な
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
意
味
で
、
既
に
仮
名

文
字
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
う
し
て
そ

の
仮
名
文
字
が
、
独
自
の
形
態
的
な
特
徴
を
次

第
に
成
長
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
平
仮
名
が
成

立
す
る
（
中
山
陽
介
二
〇
一
九
）。

で
は
、
真
仮
名
が
そ
の
や
う
に
し
て
仮
名
文
字
に
転
換
し
た
段
階

が
あ
る
と
す
れ
ば
、資
料
の
上
に
は
ど
う
見
い
だ
せ
る
か
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
ど
の
や
う
に
平
仮
名
の
成
立
へ
と
歩
ん
で
い
く
の
か
。
本
稿

は
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
頃
成
立
の
仮
名
資
料
「
讃さ

ぬ

岐き
の

国こ
く

司し
の

解げ

端は
し

書が
き

」（「
藤ふ
ぢ

原は
ら
の

有あ
り

年と
し

申ま
う
し

文ぶ
み

」「
有
年
申
文
」
と
も
）
を
取
り
上
げ
、
そ

の
表
記
や
文
字
形
態
を
検
証
し
、
歴
史
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
、

真
仮
名
か
ら
脱
化
し
て
仮
名
文
字
が
平
仮
名
へ
と
成
長
し
て
い
く
、

平
仮
名
の
成
立
過
程
の
初
期
段
階
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

一
「
讃
岐
国
司
解
端
書
」
に
つ
い
て

過
渡
期
の
あ
る
資
料
の
仮
名
が
、
真
仮
名
の
段
階
で
あ
る
か
仮
名

文
字
に
な
つ
た
段
階
な
の
か
を
考
へ
る
に
は
、
そ
の
字
に
漢
字
的
性

質
が
ど
れ
だ
け
残
つ
て
ゐ
る
か
、
ま
た
、
仮
名
文
字
乃
至
は
平
仮
名

的
性
質
が
ど
れ
だ
け
獲
得
さ
れ
て
き
て
ゐ
る
か
を
、
表
記
や
形
態
の
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上
に
検
討
す
る
の
が
よ
い
。「
讃
岐
国
司
解
端
書
」
の
表
記
は
、
平
仮

名
成
立
の
過
渡
期
に
あ
つ
て
、
表
意
も
し
く
は
表
語
に
用
ゐ
ら
れ
た

字
（
こ
れ
を
今
「
真
名
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
と
表
音
に
用
ゐ
ら

れ
た
字
（
広
義
に
従
つ
て
「
仮
名
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
と
の
混

淆
で
成
り
立
つ
て
を
り
、
彼
此
の
対
比
が
し
や
す
い
。
資
料
中
の
仮

名
部
分
の
特
徴
を
真
名
部
分
と
比
較
し
て
、
性
質
に
大
き
な
差
異
が

認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
こ
の
仮
名
は
漢
字
の
表
音
用
法
、
真
仮
名
の
段

階
で
あ
る
と
い
へ
、
認
め
ら
れ
れ
ば
仮
名
文
字
の
段
階
に
踏
み
込
ん

で
ゐ
る
と
言
ひ
得
よ
う
。

ま
づ
は
、
分
析
に
先
立
ち
、
こ
の
資
料
の
概
要
を
確
認
す
る
。「
讃

岐
国
司
解
端
書
」
は
、「
藤
原
有
年
申
文
」「
有
年
申
文
」
と
も
通
称

さ
れ
（
注
１
）、
こ
れ
は
、
現
在
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
に
か
か
る

国
宝「
円
珍
関
係
文
書
」八
巻
の
内
の「
讃
岐
国
司
解
」（
列
品
番
号
：

B-2405）
と
い
ふ
文
書
の
巻
首
に
記
さ
れ
た
、
讃
岐
介
藤
原
有
年
の

筆
跡
部
分
の
こ
と
で
あ
る
（
注
２
）。

「
讃
岐
国
司
解
」
の
本
文
は
、
讃
岐
国
司
が
太
政
官
に
上
申
す
る
予

定
で
あ
つ
た
公
文
書
の
解
文
で
あ
り
、
当
文
書
の
巻
子
第
二
紙
か
ら

始
ま
つ
て
ゐ
る
。
第
一
紙
は
、
元
は
巻
頭
の
保
護
の
為
に
貼
り
足
さ

れ
た
代
用
の
表
紙
と
考
へ
ら
れ
る
が
（
鈴
木
景
二
二
〇
一
一
）、
讃

岐
介
藤
原
有
年
が
こ
の
解
文
の
取
り
扱
ひ
に
つ
い
て
申
し
出
た
仮
名

交
じ
り
の
私
信
が
記
さ
れ
て
ゐ
て
、
こ
れ
を
「
讃
岐
国
司
解
端
書
」

と
呼
ぶ
。

こ
の
「
解
」
や
「
端
書
」
に
ま
つ
は
る
歴
史
学
的
な
研
究
は
、「
円

珍
俗
姓
系
図
」（「
和
気
系
図
」
な
ど
と
も
）
と
関
連
し
た
論
考
が
多

数
存
在
す
る
（
注
３
）。「
端
書
」
の
語
学
的
な
検
討
は
、
馬
淵
和
夫

（
一
九
九
二
）
が
あ
り
、
仮
名
文
と
し
て
の
表
記
の
研
究
は
小
松
英
雄

（
二
〇
〇
〇
）
が
あ
る
。

「
解
」
本
文
の
年
紀
は
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
二
月
十
六
日
付
で
あ

る
が
、「
端
書
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
佐
伯
有
清
（
一
九
七
五
）

は
、
文
中
の
「
刑
大
史
」（
刑
部
造
真
鯨
）
の
官
歴
か
ら
、
少
な
く
と

も
貞
観
九
年
三
月
九
日
以
降
と
推
定
し
て
ゐ
る
。

「
端
書
」
の
釈
文
は
、
次
の
吉
沢
義
則
（
一
九
四
二
）
の
も
の
が
定

説
に
な
つ
て
ゐ
る
。

改
姓
人
夾
名
勘
錄
進
上
こ許

れ礼

は波

な奈

せ世

＼
む无

に尓

か加

官
に尓

ま末

し之

た多

ま末

は波

む无

み見

た太

＼
ま末

ふ不

は波

か可

り利

と止

な奈

も毛

お於

も毛

ふ不

抑
刑
＼
大
史
の乃

た多

ま末

ひ比

て天

定
以
出
賜
い以

と止

よ与

＼
か可

ら良

む無

有
年
申

解
釈
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
性
質
を
論
じ
る
上
で
重
要
な
問
題
で

あ
る
が
、
表
記
や
形
に
絞
つ
て
論
じ
る
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
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「
端
書
」
の
表
記
は
、
義
を
表
し
た
真
名
の
表
記
と
音
を
表
し
た
仮

名
の
表
記
と
が
混
在
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
仮
名
の
文
字
形
態
は
、
い

か
に
も
漢
字
が
平
仮
名
へ
と
崩
さ
れ
て
い
く
中
間
の
や
う
な
姿
を
し

て
ゐ
る
た
め
、
大
矢
透
（
一
九
一
八
）
の
紹
介
以
来
、
過
渡
期
の
い

は
ゆ
る
「
草
仮
名
」
と
し
て
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。

二
「
讃
岐
国
司
解
端
書
」
の
仮
名
の
特
性

こ
の
資
料
の
平
仮
名
成
立
史
上
の
価
値
は
、
平
仮
名
の
前
身
と
な

る
「
草
仮
名
」
で
書
か
れ
て
ゐ
る
所
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

「
草
仮
名
」
と
は
言
ひ
な
が
ら
、
こ
れ
が
一
体
、
崩
し
て
書
か
れ
た
真

仮
名
の
一
種
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
既
に
真
仮
名
の
段
階
を
脱
し
た
仮

名
文
字
な
の
か
と
、
こ
の
資
料
の
「
草
仮
名
」
と
し
て
の
性
格
が
具

体
的
に
い
か
な
る
も
の
で
、
平
仮
名
成
立
史
上
ど
う
位
置
付
け
ら
れ

る
の
か
は
未
だ
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

従
来
の
や
う
に
、
あ
る
資
料
の
仮
名
を
「
真
仮
名
」「
草
仮
名
」「
平

仮
名
」
の
三
段
階
の
い
づ
れ
か
に
あ
て
は
め
る
こ
と
で
、
そ
の
歴
史

的
な
位
置
付
け
を
説
明
す
る
方
法
で
は
、
そ
の
三
段
階
の
境
界
が
明

確
に
定
義
さ
れ
て
ゐ
な
い
た
め
、
分
類
や
評
価
が
印
象
論
に
陥
り
易

く
、
ま
た
却
つ
て
個
々
の
資
料
が
複
合
的
に
内
包
す
る
、
漢
字
ら
し

さ
を
留
め
た
箇
所
・
平
仮
名
ら
し
さ
を
帯
び
た
箇
所
と
い
つ
た
個
別

の
実
質
的
特
徴
の
把
握
か
ら
は
遠
ざ
か
つ
て
し
ま
ふ
嫌
ひ
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
よ
り
詳
細
に
、
要
素
ご
と
の
、
平
仮
名
ら
し
さ
が
進
ん
だ

点
、漢
字
ら
し
さ
を
留
め
た
点
の
分
析
的
な
検
討
に
よ
り
、「
草
仮
名
」

と
い
ふ
一
個
の
段
階
と
し
て
で
な
く
、
平
仮
名
成
立
の
過
程
の
上
で

こ
の
資
料
が
置
か
れ
る
位
置
と
、
そ
の
真
仮
名
や
平
仮
名
と
の
距
離

を
見
極
め
た
い
。

な
ほ
、検
討
に
当
た
つ
て
は
資
料
の
性
格
に
注
意
を
要
す
る
。「
端

書
」
は
、
男
性
官
人
の
間
で
内
々
に
や
り
と
り
さ
れ
た
正
式
で
な
い

私
信
で
あ
る
。
そ
の
書
風
は
卒
意
と
い
へ
、い
か
に
も
過
渡
期
の「
草

仮
名
」
ら
し
い
古
朴
な
書
で
、
後
世
の
女
手
（
平
仮
名
）
の
や
う
な

流
麗
さ
は
見
出
さ
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
僅
か
十
年
後
、
元
慶
元
年

（
八
七
七
）
付
の
「
東
寺
檜
扇
」
が
、
一
層
流
麗
な
女
手
に
近
い
書
き

ぶ
り
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
「
端
書
」
の
段
階
に
も

女
手
が
成
立
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
あ
る
（
築
島
裕

一
九
八
一
：
一
〇
二
〜
四
頁
）。
吉
沢
義
則（
一
九
三
八
、一
九
四
一
：

二
二
八
〜
九
頁
）
は
、「
端
書
」
の
時
期
に
も
女
手
が
成
立
し
て
ゐ
た

は
ず
で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
れ
が
草
仮
名
で
書
か
れ
て
ゐ
る
の
は
、

漢
文
体
を
主
と
す
る
公
文
書
で
あ
る
か
ら
で
、
た
と
ひ
既
に
女
手
が
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発
達
し
て
ゐ
た
と
し
て
も
女
手
が
用
ゐ
ら
れ
な
い
性
質
の
資
料
で
あ

る
為
と
想
定
し
た
。

か
う
し
た
観
点
か
ら
、「
端
書
」
の
仮
名
は
、
必
ず
し
も
当
時
の
仮

名
の
一
般
的
な
姿
、
或
い
は
最
も
簡
略
化
の
進
ん
だ
形
態
と
は
断
定

で
き
な
い
。
た
だ
、
こ
の
資
料
の
内
に
、
平
仮
名
の
先
駆
け
と
な
る

や
う
な
仮
名
文
字
独
自
の
特
質
さ
へ
見
出
さ
れ
れ
ば
、少
な
く
と
も
、

こ﹅

の﹅

時﹅

期﹅

に﹅

は﹅

既﹅

に﹅

そ﹅

の﹅

や﹅

う﹅

な﹅

段﹅

階﹅

の﹅

仮﹅

名﹅

が﹅

出﹅

現﹅

し﹅

て﹅

ゐ﹅

た﹅

と

い
ふ
こ
と
の
証
左
に
は
な
る
。

そ
こ
で
、「
端
書
」
中
の
仮
名
部
分
と
真
名
部
分
と
を
比
較
し
て
、

そ
の
仮
名
の
持
つ
仮
名
文
字
的
特
徴
を
検
討
す
る
。
結
論
と
し
て
筆

者
は
、
こ
の
資
料
の
内
に
見
ら
れ
る
、
漢
字
の
性
質
を
乖
離
し
た
仮

名
文
字
的
特
性
を
、
次
の
四
点
に
認
め
る
。

（
い
）
用
字
の
体
系
化
…
…
仮
名
字
母
に
平
仮
名
と
の
共
通
性

が
高
く
、
ま
た
草
書
の
形
が
含
ま
れ
、
平
仮
名
と
体
系
的

に
歴
史
的
な
連
続
性
を
持
つ

（
ろ
）
書
き
方
の
相
異
…
…
真
名
（
漢
字
）
と
仮
名
と
で
書
き
方

に
意
識
的
な
差
が
あ
る

（
は
）
形
の
簡
略
化
…
…
仮
名
に
平
仮
名
に
つ
な
が
る
形
の
簡

略
化
を
含
ん
で
ゐ
る

（
に
）
連
綿
の
成
長
…
…
仮
名
独
特
の
連
綿
の
萌
芽
が
見
え
る

以
下
、
こ
の
四
項
目
を
そ
れ
ぞ
れ
検
証
し
、
真
仮
名
か
ら
仮
名
文

字
へ
と
転
換
し
て
平
仮
名
が
成
長
す
る
た
め
の
重
要
な
条
件
と
な
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

三
（
い
）
用
字
の
体
系
化

平
仮
名
の
源
流
が
真
仮
名
に
あ
る
と
し
て
、
奈
良
時
代
の
真
仮
名

と
十
世
紀
の
確
立
後
の
平
仮
名
と
の
字
母
を
比
較
し
て
そ
の
繋
が
り

を
確
か
め
て
み
る
と
、
そ
の
間
の
用
字
の
変
化
は
、
必
ず
し
も
歳
月

の
推
移
に
伴
ふ
自
然
な
淘
汰
の
結
果
と
し
て
は
捉
へ
難
い
。

今
、
真
仮
名
と
平
仮
名
と
の
使
用
字
母
を
比
較
し
て
み
る
。
次
の

表
に
は
、
奈
良
時
代
の
真
仮
名
と
十
世
紀
の
平
仮
名
と
そ
れ
ぞ
れ
二

資
料
づ
つ
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
用
字
を
後
述
の
分
類
に
従
つ
て
列

挙
し
た
（
字
は
筆
者
の
模
写
）。
奈
良
時
代
の
真
仮
名
と
し
て
は
、
当

時
の
日
用
の
仮
名
の
様
相
を
示
す
「
正
倉
院
万
葉
仮
名
文
書
」（
天
平

宝
字
六
年
（
七
六
二
）
以
前
成
立
）
の
甲
種
と
乙
種
と
を
取
り
上
げ
、

平
仮
名
が
確
立
し
た
十
世
紀
の
仮
名
資
料
と
し
て
は
、『
土
佐
日
記
』

（
承
平
五
年
（
九
三
五
）
頃
成
立
）
の
紀
貫
之
自
筆
本
の
用
字
を
忠
実

に
伝
へ
て
ゐ
る
と
さ
れ
る
写
本
（
定
家
本
末
尾
臨
模
部
分
・
青
谿
書
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屋
本
）
と
石
山
寺
蔵
「
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
次
第
紙
背
仮
名
消
息
」（
康

保
三
年
（
九
六
六
）
頃
成
立
）
と
を
取
り
上
げ
る
（「
土
佐
日
記
」
は
、

池
田
亀
鑑
（
一
九
四
一
）
に
従
つ
て
青
谿
書
屋
本
の
所
用
字
体
を
ま

と
め
、
か
つ
、
定
家
本
の
紀
貫
之
筆
跡
臨
模
部
分
に
あ
る
字
は
、
よ

り
原
本
に
近
い
と
考
へ
て
そ
れ
に
差
し
替
え
、
差
し
替
へ
ら
れ
な
か

つ
た
青
谿
書
屋
本
の
字
体
は
枠
で
囲
つ
た
。
た
だ
し
同
書
の
統
計

中
、
使
用
例
が
一
音
全
体
の
一
％
に
満
た
な
い
字
体
は
除
き
、
形
の

差
異
が
微
少
な
も
の
ど
う
し
は
統
合
し
た
）。
そ
し
て
、
真
仮
名
資

料
二
種
と
平
仮
名
資
料
二
種
と
の
間
の
字
母
の
差
は
、
次
の
や
う
に

分
類
す
る
。
な
ほ
、
分
類
対
象
は
、
真
仮
名
・
平
仮
名
両
方
に
出
現

し
て
ゐ
る
音
に
限
り
、
片
方
に
し
か
現
れ
て
ゐ
な
い
音
の
仮
名
は
表

の
「
除
外
」
の
項
に
置
い
て
除
い
た
。

①
真
仮
名
・
平
仮
名
両
方
に
現
れ
て
ゐ
る
字
母

宇
於
加
可
支
久
己
佐
之
須
多
太
知
ツ
天
止
奈
尓
祢
乃
波
比
不

ヘ
保
末
万
美
毛
由
与
良
利
礼
呂
和
恵
乎

②
真
仮
名
に
現
れ
て
平
仮
名
に
現
れ
て
ゐ
な
い
字
母

阿
伊
伎
気
古
蘇
序
都
弖
非
日
布
牟
米
夜
流

③
平
仮
名
に
現
れ
て
真
仮
名
に
現
れ
て
ゐ
な
い
字
母

安
以
幾
計
介
散
左
数
曽
所
那
仁
能
者
悲
三
无
武
女
也
留
遠

こ
の
比
較
を
見
る
と
、
字
母
の
違
ひ
は
あ
る
が
、
一
見
、
両
者
の

― 34 ―

表



19-12-231　03_縦組-中山氏.mcd  Page 7 20/02/19 18:46  v5.51

時
代
は
百
七
十
年
以
上
の
開
き
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
、
使
用
字
母

さ
へ
段
々
淘
汰
さ
れ
て
い
け
ば
、
あ
と
は
形
を
書
き
崩
す
だ
け
で
平

仮
名
が
生
ま
れ
る
や
う
に
も
思
は
れ
る
。
し
か
し
、
②
の
真
仮
名
の

み
の
字
母
の
中
で
「
阿
伊
気
蘇
都
牟
米
夜
」
と
い
つ
た
古
来
の
真
仮

名
資
料
で
主
流
を
占
め
て
ゐ
た
字
母
が
（『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編
』「
主
要
万
葉
仮
名
一
覧
表
」
参
照
）、
平
仮
名
に
は
無
か
つ

た
り
、
一
方
③
平
仮
名
の
み
の
字
母
の
中
の
「
以
幾
散
数
」
と
い
つ

た
上
代
に
用
例
の
稀
少
な
も
の
が
（
同
書
参
照
）、
却
つ
て
平
仮
名
の

常
用
字
に
な
つ
て
ゐ
た
り
し
て
、
こ
れ
ら
は
使
用
字
母
の
自
然
な
淘

汰
に
よ
る
当
然
の
帰
結
と
は
見
な
し
難
い
。

さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
①
の
真
仮
名
・
平
仮
名
共
通
の
字
母
の

中
に
、
真
仮
名
の
字
母
の
形
を
書
き
崩
し
て
も
平
仮
名
の
形
が
導
き

出
さ
れ
な
い
も
の
が
一
部
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

殊
に
「
於
知
天
不
保
」
と
い
つ
た
字
母
は
、
真
仮
名
と
平
仮
名
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
画
を
た
ど
つ
て
み
る
と
、
筆
順
や
結
体
に
顕
著

な
相
違
が
あ
り
、
真
仮
名
の
実
例
の
形
か
ら
そ
の
崩
し
の
過
程
を
跡

づ
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
（
注
４
）。
こ
れ
ら
を
字
母
と
す
る
上
代

の
真
仮
名
の
形
は
、
楷
書
或
い
は
楷
書
崩
し
の
行
書
で
あ
る
が
、
同

じ
字
母
の
平
仮
名
の
形
は
、
草
書
独
特
の
形
に
由
来
す
る
も
の
で
あ

つ
て
、
両
者
で
基
づ
い
て
ゐ
る
漢
字
字
体
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
中

国
の
草
書
の
実
例
を
見
れ
ば
、
中
に
は
崩
す
ま
で
も
な
く
平
仮
名
に

酷
似
し
た
も
の
も
あ
り
、
そ
の
つ
な
が
り
は
、
思
ひ
半
ば
に
過
ぎ
る

も
の
が
あ
る
（
図
二
）。
こ
の
や
う
な
、
平
仮
名
で
草
書
の
形
に
由
来

す
る
字
は
、
東
晋
や
唐
の
本
式
の
草
書
（
王
羲
之
や
孫
過
庭
な
ど
）

の
実
例
か
ら
説
明
可
能
な
も
の
が
多
く
を
占
め
る
が
、
日
本
で
草
書

は
奈
良
時
代
に
は
ま
だ
定
着
し
て
ゐ
な
か
つ
た
と
さ
れ
て
を
り
、
本

― 35 ―

図
二



19-12-231　03_縦組-中山氏.mcd  Page 8 20/02/19 18:46  v5.51

格
的
に
使
ひ
こ
な
さ
れ
る
や
う
に
な
る
の
は
、
平
安
時
代
初
期
頃
ま

で
降
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
（
内
藤
乾
吉
一
九
六
四
、
黒
田
洋
子

二
〇
一
七
、
加
藤
詩
乃
二
〇
一
八
）、
恐
ら
く
平
安
時
代
に
な
つ
て

か
ら
、
草
書
の
形
が
字
母
に
加
は
つ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

実
際
、「
於
知
天
不
保
」
の
草
書
の
実
例
は
、
日
本
の
上
代
の
木
簡

に
は
見
当
た
ら
ず
、
正
倉
院
文
書
の
中
で
も
、
管
見
で
は
「
不
」
の

み
が
認
め
ら
れ
た
が
、
真
仮
名
と
し
て
の
用
例
は
殆
ど
確
認
で
き
な

い
（
注
５
）。

以
上
の
や
う
に
、
真
仮
名
か
ら
平
仮
名
が
生
ま
れ
る
た
め
に
は
、

形
が
崩
さ
れ
る
以
前
に
使
用
字
母
が
特
定
の
種
類
に
し
ぼ
ら
れ
る
必

要
が
あ
る
と
と
も
に
、
字
母
の
中
に
、
平
仮
名
の
も
と
と
な
る
草
書

の
形
が
使
は
れ
る
や
う
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、そ
れ
ら
は
、

真
仮
名
の
変
遷
に
よ
る
自
然
な
推
移
と
し
て
は
説
明
が
困
難
で
あ
つ

て
、
草
書
が
受
容
さ
れ
た
平
安
時
代
初
期
頃
か
ら
、
使
用
字
母
と
そ

の
漢
字
字
体
に
何
ら
か
の
画
期
的
な
変
化
が
あ
つ
た
で
あ
ら
う
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

今
そ
の
こ
と
を
詳
し
く
論
じ
る
暇
は
無
い
が
、「
端
書
」
中
の
字
母

を
前
掲
表
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
使
は
れ
て
ゐ
る
字
母
二
十
六
種
の

内
、
①
共
通
の
字
母
と
一
致
す
る

も
の
が
「
於
加
可
之
多
太
天
止
奈

尓
乃
波
比
不
末
毛
与
良
利
礼
」
の

二
十
字
あ
り
、
②
真
仮
名
の
み
の

字
母
と
一
致
す
る
も
の
は
無
く
、

③
平
仮
名
の
み
の
字
母
に
一
致
す

る
も
の
は
「
以
无
」
の
二
字
が
あ

る
。
他
に
、
①
〜
③
の
分
類
か
ら

外
れ
る
字
母
が
「
許
世
見
無
」
の

四
字
あ
る
（
④
と
す
る
）。
平
仮

― 36 ―

図
三



19-12-231　03_縦組-中山氏.mcd  Page 9 20/02/19 18:46  v5.51

名
特
有
の
字
母
は
さ
ほ
ど
増
え
て
ゐ
な
い
も
の
の
、
真
仮
名
特
有
の

字
母
が
無
く
な
つ
て
ゐ
て
、
平
仮
名
と
の
共
通
性
は
益
し
て
ゐ
る
。

さ
ら
に
、
平
仮
名
と
同
源
の
草
書
の
形
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
仮
名
は

「
以
於
加
可
世
多
不
見
無
毛
良
」が
あ
る（
図
三
）。
こ
の
や
う
に「
端

書
」
中
の
字
母
と
そ
の
漢
字
字
体
は
既
に
真
仮
名
か
ら
離
れ
て
平
仮

名
の
枠
組
み
に
近
づ
い
て
き
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、
書
き
崩
し
て
い

け
ば
平
仮
名
の
形
に
な
る
と
予
見
さ
れ
る
字
は
、
①
と
③
と
、
④
の

中
で
も
十
世
紀
の
他
の
資
料
に
見
え
る
「
世
見
」
を
含
め
れ
ば
、
字

母
二
十
六
種
中
、
実
に
「
許
天
無
」
を
除
く
二
十
三
種
が
該
当
す
る

（「
端
書
」
の
「
天
」
は
行
書
の
形
で
あ
る
。
但
し
、「
弖
」
と
さ
れ
て

ゐ
る
平
仮
名
の
字
母
が
実
は
こ
の
行
書
の
「
天
」
で
あ
る
可
能
性
も

あ
る
）。

と
こ
ろ
で
、
上
代
の
真
仮
名
の
用
字
は
、
木
簡
な
ど
の
日
用
的
な

も
の
で
は
、
楷
書
の
簡
易
な
形
の
字
が
慣
用
さ
れ
る
傾
向
に
は
あ
つ

た
が
、
そ
の
字
の
選
び
方
は
比
較
的
自
由
で
あ
つ
た
。
た
と
へ
ば
、

正
倉
院
文
書
の
仮
名
文
の
甲
種
と
乙
種
と
の
間
で
も
、
字
母
に
出
入

り
が
あ
り
（
甲
種
「
加
伎
蘇
多
天
」
に
対
し
て
乙
種
「
可
支
序
太
弖
」

な
ど
）、
木
簡
の
真
仮
名
に
は
孤
例
や
稀
少
な
字
母
も
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
（
西
崎
亨
二
〇
〇
四
、
乾
善
彦
二
〇
一
七
）。
こ
れ
は
、
漢

字
の
借
用
と
い
ふ
意
識
か
ら
、
音
や
訓
を
知
つ
て
ゐ
る
字
を
好
み
に

任
せ
て
使
ひ
う
る
余
地
が
残
さ
れ
て
ゐ
た
為
で
あ
ら
う
。

や
が
て
、
さ
う
し
た
真
仮
名
に
お
け
る
用
字
の
自
由
さ
が
払
拭
さ

れ
、
草
書
な
ど
新
し
い
字
や
形
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
使
は
れ
る
字

母
や
そ
の
形
が
特
定
の
範
囲
に
し
ぼ
ら
れ
る
こ
と
で
、
用
字
に
体
系

性
が
形
成
さ
れ
、
形
を
書
き
崩
し
て
平
仮
名
が
成
立
す
る
た
め
の
基

盤
が
出
来
上
が
る
。

こ
の
「
端
書
」
の
仮
名
は
、
平
仮
名
と
の
字
母
・
字
体
の
一
致
度

の
高
さ
か
ら
い
つ
て
、
そ
の
体
系
的
な
用
字
の
ま
と
ま
り
が
出
来
る

段
階
に
さ
し
か
か
つ
て
ゐ
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。
た
だ
し「
許
無
」

の
や
う
に
、
草
書
の
形
で
あ
つ
て
も
十
世
紀
の
平
仮
名
で
常
用
の
仮

名
に
な
つ
て
ゐ
な
い
字
母
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
、
平
仮
名
の

用
字
の
体
系
に
な
り
き
つ
て
ゐ
な
い
た
め
、
そ
の
体
系
化
の
初
期
の

段
階
と
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

真
仮
名
の
自
由
な
用
字
は
、
漢
字
の
読
み
書
き
や
音
訓
に
つ
い
て

の
広
い
知
識
に
支
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
用
字
が
制
限
さ
れ
た
範
囲

に
し
ぼ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
や
が
て
、
仮
名
の
読
み
書
き
が
漢

字
の
知
識
を
前
提
と
し
な
く
な
り
、
字
形
と
国
語
音
と
の
慣
用
化
し

た
結
び
つ
き
に
支
へ
ら
れ
る
や
う
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
漢
字
と
は
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異
な
る
文
字
と
し
て
の
、
独
自
の
閉
ぢ
た
体
系
を
持
つ
た
仮
名
文
字

が
成
り
立
つ
基
礎
と
な
る
。
そ
し
て
、「
端
書
」
の
仮
名
が
、
さ
う
し

た
段
階
に
踏
み
込
ん
で
ゐ
る
こ
と
を
示
す
の
が
、
次
の
、
真
名
と
仮

名
と
の
書
き
方
の
相
異
で
あ
る
。

四
（
ろ
）
書
き
方
の
相
異

仮
名
部
分
に
は
、
今
見
た
や
う
に
草
書
の
形
が
多
く
含
ま
れ
て
ゐ

る
の
に
対
し
て
、
真
名
部
分
は
草
書
は
殆
ど
使
は
れ
ず
、
専
ら
楷
書

乃
至
楷
書
を
書
き
崩
し
た
形
で
書
か
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
書
き
方
の
違

ひ
か
ら
、
仮
名
が
漢
字
と
は
異
な
る
意
識
で
書
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

図
四
に
は
、「
端
書
」
中
の
漢
字
を
唐
代
以
前
の
大
陸
の
楷
書
と
草

書
と
比
較
し
た
（
楷
書
と
草
書
と
で
形
に
違
ひ
が
見
出
し
に
く
か
つ

た
り
字
書
か
ら
比
較
で
き
る
字
例
が
揃
は
な
い「
姓
人
夹
勘
上
大
賜
」

は
省
い
た
）。「
端
書
」
の
漢
字
は
み
な
草
書
よ
り
も
点
画
が
多
く
て

形
の
作
り
方
が
異
な
り
、
む
し
ろ
楷
書
を
崩
し
た
や
う
な
形
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。「
以
」
の
み
は
草
書
の
形
に
一
致
す
る
が
、
こ
れ
は

七
世
紀
以
前
か
ら
楷
書
の
中
で
一
種
の
略
字
と
し
て
使
は
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
楷
書
に
準
じ
て
考
へ
て
よ
い
。
そ
の
特
例
の

「
以
」
以
外
は
全
て
楷
書
の
形
に
基
づ
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（「
年
」

は
一
見
草
書
に
似
て
ゐ
る
が
、
上
の
横
画
よ
り
下
の
横
画
が
長
い
の

で
楷
書
寄
り
で
あ
る
）。

― 38 ―

図
四



19-12-231　03_縦組-中山氏.mcd  Page 11 20/02/19 18:46  v5.51

こ
こ
に
お
い
て
、
仮
名
に
使
ふ
字
母
や
そ
の
基
づ
く
字
体
が
既
に

仮
名
独
自
に
定
ま
つ
て
き
て
を
り
、
仮
名
が
漢
字
と
は
異
な
る
別
の

文
字
で
あ
る
と
い
ふ
意
識
が
起
こ
つ
て
ゐ
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
た

だ
し
、「
許
無
」
と
い
つ
た
他
に
例
の
稀
少
な
字
母
が
あ
る
こ
と
や
、

元
の
漢
字
の
形
か
ら
あ
ま
り
崩
れ
て
ゐ
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
ま
だ
多

少
漢
字
と
の
繋
が
り
の
意
識
を
残
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
か

ら
、
こ
れ
は
、
漢
字
と
仮
名
文
字
と
の
差
別
が
起
こ
つ
て
き
た
初
期

の
様
相
を
示
し
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
よ
う
。

さ
う
し
て
、
仮
名
が
漢
字
と
は
異
な
る
文
字
と
い
ふ
意
識
の
許
で

は
、
漢
字
を
規
範
と
す
る
必
要
が
な
く
な
る
か
ら
、
漢
字
の
本
来
の

形
に
こ
だ
は
ら
ず
、
形
を
簡
略
に
し
て
独
自
の
形
に
成
長
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

五
（
は
）
形
の
簡
略
化

「
端
書
」
の
仮
名
に
は
、
既
に
平
仮
名
に
通
じ
る
簡
略
化
を
し
て
き

て
ゐ
る
形
が
見
ら
れ
る
。
単
に
勢
ひ
で
形
が
崩
れ
た
と
い
ふ
の
と
異

な
り
、
後
の
平
仮
名
へ
と
連
続
す
る
形
に
な
つ
て
き
て
ゐ
る
の
が
重

要
で
あ
る
。

仮
名
独
自
の
簡
略
化
は
、「
以
世
多
奈
利
」
に
見
え
る
。
図
五
に
そ

の
比
較
を
示
す
（「
讃
」
が
「
端
書
」
で
、
算
用
数
字
は
行
数
と
上
か

ら
数
へ
た
字
数
）。
特
に
、「
端
書
」
中
、
真
名
と
し
て
書
か
れ
た
漢

字
の
「
以
」（
４
-９
）
と
、
仮
名
の
「
以
」（
４
-
）
と
を
比
較
し

12

て
み
る
と
、
左
の
点
の
作
り
方
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
微
少

な
差
な
が
ら
注
意
し
た
い
。

仮
名
が
漢
字
の
形
の
標
準
を
脱
し
て
、
独
自
の
簡
略
化
の
方
向
性

を
示
し
て
ゐ
る
所
に
、
平
仮
名
字
形
成
長
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
し
簡
略
化
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
右
の
例
ば
か
り
に
留
ま
り
、

規
模
は
ま
だ
小
さ
い
。
ま
た
、「
多
」（
２
-８
、
４
-４
）
や
「
波
」

（
１
-
、
２
-
、
３
-３
）
の
や
う
に
、
同
じ
仮
名
で
も
崩
れ
の
具

12

10

合
が
こ
と
な
る
も
の
も
あ
つ
て
、
あ
る
程
度
漢
字
の
書
法
を
意
識
し

て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
簡
略
化
の
初
期
の
段
階
を
示
し

て
ゐ
る
か
、
も
し
く
は
、
簡
略
化
し
た
仮
名
を
知
り
つ
つ
も
、
あ
へ

て
も
と
の
行
書
や
草
書
の
形
を
意
識
し
て
書
い
て
ゐ
る
や
う
に
も
思

は
れ
る
。

な
ほ
、
文
書
中
「
於
」（
３
-９
）、「
太
」（
２
-
）、「
不
」（
３
-

13

２
、
３
-
）
の
や
う
に
平
仮
名
に
酷
似
す
る
形
が
あ
る
の
を
以
て
、

11

か
う
し
た
字
を
、平
仮
名
化
し
て
ゐ
る
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
は
、
元
に
な
る
漢
字
の
行
草
の
形
が
既
に
平
仮
名
と
近
似
し
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て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
漢
字
か
ら
の
乖
離
を
示
さ
な
い
限
り
平
仮

名
化
と
は
い
へ
な
い
。
個
々
の
字
の
形
を
個
別
に
見
て
い
つ
て
平
仮

名
に
似
て
き
て
ゐ
る
か
ゐ
な
い
か
を
印
象
で
判
断
し
、
そ
の
字
数
を

数
へ
て
み
て
も
、
平
仮
名
と
い
ふ
文
字
体
系
の
成
立
を
捉
へ
た
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。
平
仮
名
の
成
立
と
は
、
漢
字
か
ら
性
質
の
変
化
し

た
文
字
体
系
が
出
来
る
こ
と
の
謂
ひ
で
あ
る
か
ら
、
さ
う
し
た
独
自

― 40 ―
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仮
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の
形
態
的
特
徴
の
成
立
を
、
体
系
的
な
変
化
と
し
て
、
文
字
を
形
づ

く
る
基
礎
と
な
る
書
法
や
文
字
構
造
の
全
体
の
中
で
捉
へ
る
必
要
が

あ
る
。

「
端
書
」
に
は
、
い
ま
だ
さ
う
し
た
、
全
体
を
覆
ふ
や
う
な
、
平
仮

名
独
自
の
形
態
的
特
徴
は
強
く
現
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
平
仮
名
へ
の

形
の
成
長
が
取
り
立
て
て
進
行
し
て
ゐ
る
と
は
言
へ
な
い
で
あ
ら
う

が
、
今
見
た
字
形
や
、
次
に
論
じ
る
連
綿
か
ら
は
、
平
仮
名
へ
の
成

長
を
十
分
予
見
さ
せ
る
様
相
を
見
せ
て
ゐ
る
。

今
、
平
仮
名
の
成
立
は
、
構
造
全
体
に
お
け
る
体
系
的
な
変
化
に

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
さ
う
し
て
、
平
仮
名

の
成
立
を
見
る
上
で
、
形
の
簡
略
化
と
並
ぶ
重
要
な
体
系
的
な
変
化

の
一
つ
に
連
綿
が
あ
る
。

六
（
に
）
連
綿
の
成
長

連
綿
は
平
仮
名
の
特
徴
の
中
で
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。

平
仮
名
は
続
け
書
き
で
書
か
れ
る
こ
と
を
常
と
し
、
続
け
書
き
し
な

い
放
ち
書
き
の
例
は
、
特
殊
な
作
例
に
限
ら
れ
る
。
一
方
、
漢
字
の

草
書
は
、
放
ち
書
き
が
基
本
で
、
連
綿
は
普
通
多
く
て
も
二
-三
字
程

度
の
連
続
が
数
行
に
何
度
か
出
て
く
る
に
過
ぎ
ず
、
何
文
字
に
も
わ

た
る
連
綿
を
多
用
す
る
の
は
特
殊
な
様
式
で
あ
る
（
春
名
好
重
一

九
八
五
：
七
二
〜
三
頁
）。
漢
字
の
草
書
が
放
ち
書
き
を
前
提
に
成

り
立
つ
て
ゐ
る
の
に
対
し
て
、
平
仮
名
は
続
け
書
き
を
前
提
に
そ
の

書
法
が
成
り
立
つ
て
を
り
、
そ
こ
か
ら
草
書
の
連
綿
に
は
な
い
独
自

の
特
徴
が
現
れ
て
く
る
。

次
に
釈
文
を
引
き
、
そ
の
連
綿
部
分
を
傍
線
で
示
す
。

改
姓
人
夾
名
勘
錄
進
上
こ
れ
は
な
せ
＼
む
に
か
官
に
ま
し

た

ま
は
む
み
た
＼
ま
ふ
は
か
り
と
な
も
お
も
ふ
抑
刑
＼
大
史
の
た

ま
ひ
て
定
以
出
賜
い
と
よ
＼
か
ら
む

有
年
申

「
端
書
」
の
仮
名
に
は
、
そ
の
萌
芽
と
見
る
べ
き
続
け
書
き
が
見
え

る
。
連
綿
線
が
軽
く
書
か
れ
ず
に
、
引
き
ず
る
や
う
に
字
画
と
連
綿

線
と
を
同
じ
勢
ひ
で
続
け
た
り
、
距
離
の
あ
る
字
ど
う
し
を
強
ひ
て

続
け
て
ゐ
る
や
う
な
所
に
、
続
け
書
き
へ
の
積
極
的
な
意
識
が
読
み

取
れ
る
。
ま
た
、
楷
書
・
行
書
の
真
名
部
分
に
は
続
け
た
箇
所
が
な

く
、
結
果
的
に
、
仮
名
部
分
に
お
い
て
の
み
連
綿
が
発
揮
さ
れ
て
ゐ

る
の
も
注
意
さ
れ
る
。

平
仮
名
の
連
綿
は
ま
た
、
草
書
に
無
い
独
自
の
性
質
を
持
つ
。
た

と
へ
ば
、
続
け
ら
れ
た
個
々
の
字
形
が
そ
の
続
け
方
に
従
つ
て
変
形

し
た
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
行
の
流
れ
が
形
作
ら
れ
て
、
書
の
構
成
全
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体
を
連
綿
が
左
右
し
た
り
と
、
装
飾
的
な
意
味
に
留
ま
ら
な
い
、
平

仮
名
の
文
字
と
し
て
の
特
性
を
構
成
す
る
要
素
に
な
つ
て
ゐ
る
。
草

書
に
お
い
て
は
、
連
綿
は
こ
の
や
う
な
特
性
は
無
く
、
書
法
と
し
て

重
要
な
位
置
を
占
め
て
ゐ
な
い
。

「
端
書
」
に
連
綿
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
さ
う
し
た
独
自
の

書
法
・
文
字
構
造
の
獲
得
を
予
期
し
て
ゐ
る
。
十
世
紀
以
降
、「
因
幡

国
司
解
案
紙
背
仮
名
消
息
」
や
「
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
次
第
紙
背
仮
名

消
息
」
な
ど
に
は
、
平
仮
名
ら
し
い
全
体
に
及
ぶ
流
麗
な
連
綿
が
見

え
て
く
る
。「
端
書
」
は
、
そ
の
や
う
な
段
階
に
は
遠
く
、
草
書
の
二

-三
字
の
連
綿
と
大
き
な
開
き
は
な
い
が
、
連
綿
を
取
り
入
れ
た
初

期
段
階
の
様
相
を
示
す
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

を
は
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、「
讃
岐
国
司
解
端
書
」
か
ら
、
漢
字
か
ら
乖
離

し
た
仮
名
文
字
へ
の
文
字
性
質
の
変
化
と
し
て
四
つ
の
現
象
「
用
字

の
体
系
化
・
書
き
方
の
相
異
・
形
の
簡
略
化
・
連
綿
の
成
長
」
を
認

め
た
。
必
ず
し
も
各
現
象
が
仮
名
文
字
と
し
て
完
全
な
形
で
確
立
し

て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
資
料
に
は
少
な
く
と
も
そ
の
初
期

的
な
様
相
が
認
め
ら
れ
、後
の
平
仮
名
の
成
長
を
予
期
さ
せ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
、
平
仮
名
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
次
の
や
う

な
文
字
性
質
の
転
換
が
あ
つ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
い
）
用
字
の
体
系
化
…
…
真
仮
名
の
段
階
を
脱
し
て
文
字
と

し
て
の
平
仮
名
が
出
来
る
た
め
の
体
系
的
な
基
盤
が
出

来
る
こ
と

（
ろ
）
書
き
方
の
相
異
…
…
仮
名
文
字
が
漢
字
と
は
異
な
る
文

字
体
系
と
し
て
独
立
す
る
こ
と

（
は
）
形
の
簡
略
化
…
…
漢
字
の
規
範
を
超
え
て
国
語
の
表
記

に
便
利
な
独
自
の
簡
略
化
が
許
容
さ
れ
る
こ
と

（
に
）
連
綿
の
成
長
…
…
書
法
・
文
字
構
造
が
仮
名
独
自
の
も

の
と
し
て
成
長
す
る
こ
と

さ
う
し
て
、
平
仮
名
の
成
立
ま
で
に
は
、
更
に
次
の
や
う
な
段
階

を
経
る
必
要
が
あ
ら
う
。

（
い
）
用
字
の
体
系
の
範
囲
が
安
定
す
る
こ
と

（
ろ
）
元
の
漢
字
と
の
対
応
を
意
識
し
な
く
な
る
こ
と

（
は
）
簡
略
化
が
一
定
の
段
階
に
落
ち
着
く
こ
と

（
に
）
連
綿
が
書
法
と
し
て
一
般
化
し
独
自
の
性
質
を
獲
得
す

る
こ
と

「
讃
岐
国
司
解
端
書
」
の
持
つ
仮
名
文
字
と
し
て
の
性
質
の
そ
れ
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ぞ
れ
は
、い
づ
れ
も
互
ひ
に
密
接
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
り
、漢
字
・

真
仮
名
か
ら
脱
化
し
た
段
階
の
仮
名
文
字
の
、
初
期
的
な
も
の
と
し

て
共
通
に
理
解
さ
れ
る
。
必
ず
し
も
同
時
代
の
仮
名
が
皆
こ
の
や
う

な
段
階
で
あ
つ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
も
の
の
、
仮
名
文
字
化
の
初

期
段
階
に
お
け
る
文
字
性
質
の
変
化
は
、
そ
の
一
端
が
明
ら
か
に
な

つ
た
。

こ
の
後
、
各
要
素
が
ど
の
や
う
な
成
長
過
程
を
経
て
平
仮
名
の
成

立
に
至
る
か
は
、
今
後
な
ほ
、
他
の
仮
名
資
料
の
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

注

（
１
）「
有
年
申
文
」の
称
は
、い
つ
誰
か
ら
起
こ
つ
た
の
か
知
ら
な
い
が
、

管
見
で
は
、
堀
江
知
彦
（
一
九
四
九
）
が
初
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
文
書
の
内
容
や
形
式
は
歴
史
学
の
い
は
ゆ
る
「
申
文
」
と
は
異
な

つ
て
ゐ
る
。
こ
こ
で
は
し
ば
ら
く
「
讃
岐
国
司
解
端
書
」
の
名
を
採

る
。

（
２
）「
円
珍
関
係
文
書
」
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
下
坂
守
（
一
九
九
八
ａ
、

一
九
九
八
ｂ
）、
等
を
参
照
。
他
に
、
小
山
田
和
夫
（
一
九
八
四
）、
福

家
俊
彦
（
一
九
九
九
）
な
ど
も
参
考
に
な
る
。

（
３
）
本
論
に
関
連
す
る
主
要
な
論
文
と
し
て
は
、
大
倉
粂
馬
（
一
九
五

六
）、
佐
伯
有
清
（
一
九
七
五
）、
松
原
弘
宣
（
二
〇
一
一
）、
鈴
木
正

信
（
二
〇
一
五
ａ
、
二
〇
一
五
ｂ
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
鈴
木
景
二

（
二
〇
一
一
）
は
「
端
書
」
の
文
書
と
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仮
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。
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仮
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仮
名
と
の
書
き
方
の
際
立
つ
て
違

ふ
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右
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仮
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仮
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仮
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。
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簡
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。
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調
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検
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書
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八
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〜
一
九
九

四
）。
ま
た
、
奈
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字
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限
ら
れ
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と
は
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黒
田
洋
子
（
二
〇
一
七
）
に
も
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
。
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